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２．大学の将来構想

熊本大学は、従来の学問領域や職業領域を超えた課

題に取り組める研究者や高度専門職業人を養成し、科

学技術の基礎分野から応用分野まで、社会の多様な要

請に応える研究・教育を展開することを企図して、平

成11年度に、大学院研究科組織を生命科学系、自然科

学系、人文社会科学系の３研究科からなる大学院に再

編成する将来構想を策定した。さらに、平成14年度に

は、研究の内容的深化を図る一方で、自由な発想で異

分野の研究者が協同しながら先導的な課題に取り組め

る組織の改編が必要であるとの考えから、境界領域研

究をリードしつつある先導的研究者が３つの研究科か

ら期間を定めて集まり、学問領域の新たなパラダイム

を描きながら独創的研究に取り組むことにより、研

究・教育の変革発展を先導する仕組、すなわち「研究

科先導機構（のちに「大学院先導機構」と呼称）」の

設置を大学院将来構想の重要な課題と位置付けた。

本学の研究教育分野の広がりを考慮すると、今後個

性を発揮しながら教育研究機能を高めていくためには、

特定の特化した取り組みが成功しつつある拠点が中心

となって他分野間の有機的連携を促しながら、大学全

体としての研究・教育を活性化していくことが最も有

効であると考えた。特に生命科学の分野では長い間の

研究成果が既に国際的に高い評価を得ていることから、

この領域及びその周辺分野の一層の充実を図ることが

重要である。それとともに、地域と密着して着実な成

果を挙げている環境科学を新たな柱として加えながら、

自然科学系と人文社会科学系大学院の研究教育内容の

充実を図り、「人の命・人と自然・人と社会」の科学

を強く意識して大学総体としての機能を発揮し得るよ

う、研究教育体制を構築することを最優先課題のひと

つとした。このコンセプトにより、学部から大学院ま

で一貫した体制の下に、国際的にも通用する教育を実

現するとともに、基礎的学問領域から地域や社会の要

請に応える応用領域まで、幅広い分野にわたって機動

的な研究開発力を持つ大学を目指した。

本学においてなされている特定の特化した取組によ

り得られた研究成果は、熊本大学がその特色を発揮し、

将来構想を実現する上で、何れも大きな意義を有し、

COEプログラム拠点形成を実質的に基礎づけるもので

ある。本学のようないわば中規模な総合大学にあって

は、地域の要請に直接応える研究の実践や、特記すべ

き個々の研究の特性を活かす組織再構築による研究推

進こそが最大の特色であり、個性豊かな研究の展開の

推進力となっている。そこで、現在既に突出している

研究分野を中核に据え、大学総体としての研究・教育

の方向性を牽引させていくことが、大学を特化させ、

その個性を確立するための最も有効な道である。

また、卓越した研究拠点を形成することで、大学の

研究・教育の質と水準の向上が期待できるが、これを

実現するには、その拠点の研究に力を注ぐとともに、

拠点研究の推進が他の分野（専攻等）の研究・教育を

効果的に活性化させ、その水準を向上させるものでな

ければならない。この点を担保するには、分野（専攻

等）をいわば閉鎖的な独立単位として捉えてはならず、

拠点となりうる分野（専攻等）を常に国際的に見て最

先端の域にある周辺分野と統合させつつ形成すること

が必要である。そして、このような構想こそが熊本大

学がとるべき道であり、これによって本学が最も機動

力を発揮して活力を持つことができると考えられる。

採択された研究拠点に対しては、下記のような具体

の研究支援方策を実施した。

（１）研究教育の実施計画に関し、これまでよりも

柔軟な運用を図り、より効果的な人材配置を実

施した。

（２）研究遂行にあたる研究者が研究に専念できる

よう、拠点形成に参画する教員の学内業務の軽

減や研究に必要な国際交流の積極的支援など、

拠点形成を全学的にサポートし、かつ、インセ

ンティブを与えられるような学内施策を企

画・立案した。

（３）海外における学会発表や短期国際交流につい

て、積極的な経済的支援を図った。

（４）若手研究者の活性化を図り、国際的なレベル

の活動が容易に実行に移せるための支援を行

った。

（５）研究スペースに関して、大学院先導機構の理

念を実践するために必要な機動的研究対応型ス

ペースの大幅な拡充を行った。
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現在、熊本大学は学長を中心とした企画・立案を遂

行する体制を整備しており、学長の下に理事・副学長

７名を置くとともに、７名の学長特別補佐を置き、さ

まざまな施策の企画並びに実施を図っている。学長の

意思をより正確に伝達し、意思の疎通を図るために、

各種委員会に理事・副学長及び学長特別補佐を参加さ

せ常に学長との連絡を行い、大学の将来構想に基づい

た運営体制を整備している。

この学長を中心とした運営体制は、研究教育拠点の

形成については特に意を払い、拠点とその周辺分野及

び関連分野との有機的連携を積極的に促すことを意図

して、拠点研究に対する中間評価及び最終年度評価に

ついて、研究推進会議を中心に学外専門家をも参画さ

せた形で実施しており、学長のリーダーシップの下で

拠点研究の推進、ひいては将来構想を着実に実現しう

るマネジメント体制を整えてきた。

３．達成状況及び今後の展望

本学の大学院将来構想の重要な課題として位置づ

けた、研究科先導機構は、平成15年8月に学長を機構長

とする「大学院先導機構」として設置した。

大学院先導機構は、Kumamoto University for You =

KU4U(Upgrade, Unique, Union, Universal)の理念の下、

「人の命・人と自然・人と社会」の科学を営む拠点的

な大学として、３つの系の大学院を大学院先導機構が

牽引して、連携・充実・発展することを謳い、学長が

大学院先導機構を運営する体制を構築した。熊本大学

では、世界水準の研究を「拠点形成研究」と位置づけ、

大学院先導機構の中で研究者を育成し、科学技術の基

礎分野から応用分野に至るまで、社会の多様な要請に

応える教育研究を展開している。

大学院先導機構は、教育研究を通じて新しいCOE、

研究センター及び大学院専攻等を創出することを目指

しており、２つの21世紀COEプログラム「細胞系譜制御

研究教育ユニットの構築」(平成14年度採択)及び「衝

撃エネルギー科学の深化と応用」(平成15年度採択)を

大学院先導機構に組み込み、異分野研究者が連携する

ことにより、先端融合研究の「バイオエレクトリクス」

分野におけるグローバルなコンソーシアム（日・米・

独）を確立し、新研究センター（バイオエレクトリク

ス研究センター）を19年度に設置した。更に、「第３

期科学技術基本計画」に述べられている国の人材育成

の方針に応えるべく、人材育成、特に若手研究者の育

成に力を入れることとしており、大学院先導機構に将

来性のある優秀な若手研究者を受け入れ、テニュア・

トラック制の導入により、キャリアパスに繋がる制度

を構築し実施している。

21世紀COEプログラムの採択時の本学の将来構想と

して、「大学院教育との有機的関係を視野に入れた学

部の再編・統合」、「大学院の充実と大学院先導機構

の設置」、「教育研究拠点の形成」、「研究組織と教

育組織の分離」、「社会貢献の推進」という５つの主

要課題を掲げた。

これらの課題の達成に向けて、大学院の再編を行い、

平成15年度に生命科学系大学院として医学薬学研究部

及び医学教育部・薬学教育部に改組し、続いて平成18

年度に自然科学研究科の部局化を行った。自然科学研

究科の部局化の改組においては、21世紀COEプログラム

「衝撃エネルギー科学の深化と応用」の成果に基づき、

新たに「複合新領域科学専攻」を設置した。大学院先

導機構は、21世紀COEプログラムの採択を機に、世界最

高水準（拠点形成研究A:4件）及び世界水準（拠点形成

研究B:13件）の研究を大学院先導機構に組入れ、学長

を議長とする「研究戦略会議」（平成19年度からは「総

合企画会議」）が資金を投入して、重点的に支援して

きた。更に、「バイオエレクトリクス研究センター」

を設置し、米・独の大学及び研究機関とのグローバル

コンソーシアムを確立した。生命科学系の研究支援組

織である生命資源研究・支援センターは遺伝子改変マ

ウスの作製・維持・管理及び生殖工学技術に関連して、

ジャクソン研究所（米）を始め中国上海の動物センタ

ー等と協定を結びグローバルコンソーシアムを確立し、

国内外の大学・研究機関及び産業界に対して独自の研

究支援を展開している。また、東アジア諸国とのグロ

ーバルな教育研究の連携拠点として、平成17年度には

「上海オフィス」を設置して「国際フォーラム」を開

催し、平成18年度には韓国でも同様のフォーラムを開

催した。今後は上海以外にも海外オフィスの設置を拡

大する計画である。

補助事業終了後については、前述のとおり本学では

既に「大学院先導機構」という仕組みが構築されてお

り、世界的な研究教育拠点に対する研究教育活動を支

援している。本研究拠点をはじめ、引き続き、複数の

研究領域においてグローバルCOEとして拠点を形成す

るべく研究推進体制を充実させる。
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機 関 名 熊本大学 学長名 﨑 元  達 郎 拠点番号 Ｈ１６ 

１．申請分野 Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> ○Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

 衝撃エネルギー科学の深化と応用 

(Intensive and Applied Research on High-rate Impulse-energy Science) 

    研究分野及びキーワード <研究分野：衝撃エネルギー科学>(衝撃エネルギー)(衝撃波)(極限プロセス)(制御破壊)(ミクロ変換)  

３．専攻等名 
自然科学研究科（複合新領域科学専攻（平成18年4月1日改組・新設））、 

衝撃・極限環境研究センター、バイオエレクトリクス研究センター（平成19年10月1日設置） 

４．事業推進担当者           計 １１ 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

(拠点リーダー) 

Akiyama Hidenori 
秋山 秀典 

自然科学研究科（複合新領域科

学専攻）・教授 

衝撃エネルギー 

工学博士 

研究の総括、衝撃エネルギーの発生・伝送・

制御、生体への作用 

Ohtsu Masayasu 
大津 政康 

自然科学研究科（複合新領域科

学専攻）・教授 

破壊工学 

工学博士 
衝撃エネルギーによる制御破壊機構 

Mashimo Tsutomu 
真下 茂 

衝撃・極限環境研究センター・

准教授 

衝撃エネルギー 

工学博士 

衝撃波、重力エネルギーの発生・計測と応用、

ミクロ変換 

Kawamura Yoshihito 
河村 能人 

自然科学研究科（複合新領域科

学専攻）・教授 

衝撃エネルギー 

博士（工学） 
衝撃エネルギーによる物性変化 

Itoh Shigeru 
伊東 繁 

衝撃・極限環境研究センター・

教授 

爆発工学 

工学博士 

爆薬法による衝撃波の発生・制御と安全工学

研究 

Gotou Motonobu 
後藤 元信 

バイオエレクトリクス研究センタ

ー・教授（平成19年10月1日所属部

局変更） 

反応工学 

工学博士 
衝撃エネルギーによる流体反応 

Hokamoto Kazuyuki 
外本 和幸 

衝撃・極限環境研究センター・

准教授 

衝撃エネルギー 

工学博士 
爆薬法による衝撃波の発生・制御 

Takano Hiroyoshi 
高野 博嘉 

バイオエレクトリクス研究センタ

ー・教授（平成19年10月1日所属部

局変更） 

生物学 

博士（理学） 
衝撃エネルギーのバイオへの作用 

Katsuki Sunao 
勝木 淳 

バイオエレクトリクス研究センタ

ー・教授（平成19年10月1日所属部

局変更） 

衝撃エネルギー 

博士（工学） 
衝撃エネルギーによる殺菌 

Ikegami Tomoaki 
池上 知顯 

自然科学研究科（複合新領域科学

専攻）・教授（平成15年11月6日交

替） 

複合極限工学 

工学博士 
衝撃エネルギー複合極限環境 

Kagayama Tomoko 
加賀山 朋子 

自然科学研究科（生産システム科

学専攻）・助教授（平成15年11月6

日交替） 

複合極限工学 

理学博士 
衝撃エネルギー複合極限環境 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 51,000 58,500 70,100 
73,830 

（ 7,383 ）

78,000 

（ 7,800 ） 
331,430 
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６．拠点形成の目的 

目的：衝撃エネルギーは、超高出力の瞬間的な

エネルギーである。これを制御して、狭い領域

に作用させることにより、水の瞬間的プラズマ

化や地球中心部に相当する圧力発生など、通常

の方法では不可能な現象、並びに反応を実現で

きる。このような衝撃エネルギーの作用によっ

て固体、液体、気体に発生する現象の利用は、

工学のみならず環境・医療の分野にまで広がり

つつある。たとえば、湖沼浄化などへの応用技

術開発が着実に進んでおり、生命科学等への幅

広い応用が近未来の研究課題として展望され

ている。 

本学は、「人の命・人と自然・人と社会」の

科学を営むことによって、大学院に重点を置い

た存在感ある総合大学を構想している。この将

来構想に基づき、本COE拠点では、制御可能な

衝撃エネルギーの平和利用を追求し、衝撃エネ

ルギー科学の深化と応用を力強く推進する高

度な研究者を輩出することにより、近未来の衝

撃エネルギー工学の創生と体系化に貢献する。

衝撃エネルギー工学は、排ガス処理、殺菌、リ

サイクル、医療、創薬、ナノテクノロジー、物

質創製など極めて幅広い分野に係わる産業創

生が期待できる新研究領域である。 

特色：本拠点の特色は、大学院自然科学研究科

及び衝撃・極限環境研究センターがすでに構築

した世界レベルの研究施設・設備、並びに世界

一級の研究成果を基礎とする点にある。研究費

は基本的に外部からの競争的資金の獲得によ

って賄い、経費は、主に、世界最高レベルの若

手研究者の育成・支援、並びに世界的研究教育

拠点に相応しい高度遠隔学習システムの構築

に支弁する。 

重要性・発展性：研究教育面における重要性・

発展性は、このプログラムを通して育成された

人材により、衝撃エネルギー科学の深化が図ら

れるとともに、広範な分野への応用技術研究が

着実に力強く展開され、その成果はやがて未来

の衝撃エネルギー工学の創生と体系化へと発

展させることができる点にある。 

熊本大学は、世界的な研究設備の整備を計画

的に進めてきた。しかし、近年の衝撃エネルギ

ー科学技術の進歩は驚異的であり、若手研究者

への強力な研究支援体制なくして、今後世界最

高水準の持続的研究遂行はあり得ない。本計画

は、大学院生、ポスドク及び若手研究者への研

究支援体制の整備を目的としており、人材育成

においてきわめて重要である。また、世界的に

著名な研究者、並びに学術協定大学・研究所と

の国際的なネットワークをさらに強固にする

計画であり、それが実現すれば世界的拠点とし

て更に発展する。 

事業が終了する５年後に期待される研究・教育

の成果： 

（1）「衝撃エネルギーの基盤技術」研究によ

り、衝撃エネルギーの連続発生・制御装置、及

び超重力エネルギー発生装置の高機能化が期

待され、応用研究が飛躍的に発展する。 

（2）「衝撃エネルギーの科学と応用」研究に

より、物質のミクロ変換技術、生体科学への応

用技術、及び物質の制御破壊技術の高度化が期

待できる。たとえば、ナノ秒パルス電磁界の生

体細胞への作用の解明が進展し、生命科学や医

学への応用の端緒が開かれる。 

（3）衝撃エネルギー基盤技術に精通し、多様

な応用研究を主体的に推進できる人材が育ち、

その世界的活躍が期待される。 

（4）衝撃エネルギー科学技術に関する動画と

音声によるウェブを用いた遠隔学習システム

が整備され、世界中の大学院生と若手研究者に

無くてはならない高度情報拠点が形成される。 

（5）機動力ある国際的な研究教育ネットワー

クがさらに強固になり、世界屈指の教育研究拠

点に成長する。また、企業との共同研究を統合

する形で、産官学コンソーシアムの基礎が築か

れる。 

学術的及び社会的意義：衝撃エネルギーの発

生・制御・計測技術の高度化・高機能化等を基

盤として、応用的視点から、衝撃エネルギーと

物質の相互作用を総合的に極めるための研究

が展開されることになり、学術的意義は大きい。

また、産業創生のシーズとなる成果が期待され、

社会的意義は大きい。 

研究成果の波及効果：環境科学や生命科学など、

世界的な重点研究領域への応用に端緒が開か

れることになり、その波及効果は大きい。とく

に、研究成果により、産業創生に効果的な産官

学コンソーシアムの基礎が築かれることにな

り、産業の活性化に貢献することができる。 
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７．研究実施計画 

研究計画：電気エネルギー及び化学エネルギー

を一次蓄積エネルギーとして衝撃エネルギー

を発生させ、エネルギー変換により、超高圧衝

撃波、高エネルギー電子、超重力エネルギー等

を生成する。ここまでを、下図のように「衝撃

エネルギーの基盤技術」と位置づけ、変換され

たエネルギーを固体、気体、液体、バイオに作

用させることにより発生する諸現象の解明と

応用を「衝撃エネルギーの科学と応用」と位置

づける。 

本拠点では、「衝撃エネルギーの基盤技術」

から「衝撃エネルギーの科学と応用」までを有

機的・継続的に統合した拠点形成を行う。なお、

図中で、固体や気体の文字の下に表示した課題

は、現在進行中の産学共同研究課題である。 

熊本大学が有する世界最高水準の施設・設備

を活用し、重点課題の特色から、下記3つの柱

を構成して研究の展開を図る。 

（1）「衝撃エネルギーによる制御破壊の科学

と応用」 

衝撃エネルギーの発生・制御技術の高度化と

平行させて、破壊力学、及び破壊に伴う音響放

出（AE）に関する世界的な研究実績(大津)に基

づき、衝撃破壊過程・機構を解明するための計

測解析技術の開発とともに、衝撃エネルギーに

よる制御破壊の理論構築を目指す。さらに、こ

れらの成果から、衝撃圧縮状態の制御やリサイ

クル等への応用を追求する。 

（2）「衝撃エネルギーによる物質のミクロ変

換の科学と応用」 

衝撃超高圧場や超重力場に関する世界的な

研究業績（真下）に基づき、衝撃エネルギー、

超重力場の発生・制御・計測方法を深化させ、

固体・液体の結晶構造や物性の変化、界面の制

御、組成制御や生体物質のミクロな変成を明ら

かにする。また、衝撃エネルギーによる液体か

らプラズマへの相変化などの解明、超臨界の制

御法の研究を展開する。さらに、これらの成果

から、ナノテク、触媒・エネルギー材料、物質

創製、創薬などへの応用を探る。 

（3）「衝撃エネルギーの生体への作用の解明

と応用」 

超短パルス超高電界発生および水中放電プ

ラズマに関する世界的な研究業績（秋山）に基

づき、衝撃エネルギーの物質や細胞膜、核膜、

DNAなど生体物質への作用効果を系統的に研究

する。また、衝撃圧縮、超重力場、超臨界の生

物や生体物質への効果を探る。さらに、これら

の成果から、がん治療、湖沼の殺藻、殺菌、ウ

ィルス・DNA処理などへの応用を目指す。 

研究方法： 

(1) オープンラボの設置 

期限付き採用教員及びポスドク・若手研究者

支援グラントを獲得した研究者が優先的に使

用できるスペースを確保する。 

(2) 国際シンポジウム・セミナーの開催 

卓越した研究者を招待して国際シンポジウ

ムを開催するとともに、招待者を交えた合宿方

式の若手交流セミナーを開催する。 

(3) 国際的外部評価 

世界の卓越した研究者から外部評価委員を

選定し、外部評価により定期的に研究方向を見

直すとともに、外部評価委員を大学院生の研究

テーマの相談役としても活用する。 
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８．教育実施計画 

本拠点では、衝撃エネルギーの平和利用を追

求し、衝撃エネルギー科学の深化と応用を力強

く推進する世界レベルの若手研究者の育成を

目指す。教育面では、「衝撃エネルギーの基盤

技術」の修得を可能とするカリキュラムの強

化・整備を行うとともに、遠隔学習システムを

構築し、世界のどこからでも高度な教材にアク

セスして、自ら学ぶことができるようにする。

また、「衝撃エネルギーの基盤技術」の高度化・

高機能化を自ら企画・推進し、かつ広範な分野

への応用技術研究を主体的に機動的に推進で

きる優秀な若手研究者が自らの研究を継続し

て実施できる環境を提供するとともに、経済的

にも支援する。 

大学院学生の教育： 

・ 衝撃エネルギーの基盤科学技術に関するカ

リキュラムを整備し、主体的研究遂行に必

要な基盤技術を身につけさせる。 

・ 研究課題を募集し、独創的で萌芽的な研究

を選抜して、COE 特別選抜大学院生とし、COE 

Junior Research Associate として採用す

る。さらに研究経費を支援する。 

・ 遠隔学習システムを活用して、自ら学ぶ力

を育成する。 

・ 国際的に卓越した研究者から選抜した外部

評価委員のアドバイスを受けて先端的研究

を遂行できる環境を整備する。 

・ 研究成果の学会誌投稿、国際シンポジウム

での成果発表などにより、論文執筆能力と

英語によるプレゼンテーション能力の向上

を図る。 

・ 国際ネットワークを活用した海外インター

ンシップを奨励し、選抜により必要な渡航

費等を支給する。 

ポスドクの教育： 

・ この領域の専門家を育てるために、大学院

に引き続きポスドクとして採用し研究させ

るシステムを整備する。 

・ 優秀と評価された若手ポスドクに対して、

給与（COE Research Associate）と研究費

を支給し、独立を促し個性ある研究の継続

を支援する。 

・ このためにオープンラボを設置する。 

・ 国際ネットワークを活用した海外武者修行

（高度海外インターンシップ）を奨励し、

選抜により必要な渡航費等を支給する。 

若手研究者の教育： 

・ ポスドクからさらに研究者を目指す優秀な

者、及び学外からの優秀な研究希望者に対

する支援体制を整備する。 

・ オープンラボを設置し、外部の競争的研究

費獲得を促す。 

・ 上記の若手研究者を COE 教員として採用で

きるように、経費を計上する。 

国際的視野を持つ人材の育成： 

・外国人客員教授を採用し、国際的雰囲気の中

で、切磋琢磨しつつ研究する体制を整備する。 

・世界トップレベルの研究者を招待し、年1回

の国際シンポジウムを開催する。 

・海外の関連研究機関との連携を深め、学生及

び研究者の相互交流を実現する。 

ＣＯＥ特別選抜
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前期課程
大学院自然科学研究科工学部・理学部
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特別選抜

C
O
E
R
e
se

a
rc
h
A
ss
o
c
ia
te

と
し
て
採
用

研
究
費
支
援オ

ー
プ
ン
ラ
ボ
設
置

海
外
武
者
修
行

Ｃ
Ｏ
Ｅ
教
員
と
し
て
採
用

研
究
費
支
援

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
設
置

世界トップレベルの
研究者へ

C
O
E
J
u
n
io
r
R
e
s
e
a
rc
h

A
ss
o
c
ia
te

と
し
て
採
用

研
究
費
支
援 外

国
人
・
民
間

客
員
教
授

遠
隔
学
習

シ
ス
テ
ム
整
備

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

整
備

外
部
競
争
的
資
金
獲
得

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

熊本大学（Ｈ１６）―4頁 



 
 

様式２ 
【公表用】 

９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体

の目的達成度 

人材育成実績：本COEでは、英語による週一回

のCOEセミナーを実施し、専門の異なる10名の

教員による共同研究指導の下、衝撃エネルギー

科学を基礎として、従来の専門の枠を越えた幅

広い見方のできる若手研究者が育った。また、

上記COEセミナーでの討論から生まれた専門を

融合する新研究課題に複数の若手研究者が協

力して取り組む過程で、創造性豊かな若手研究

者が育った。さらに、阿蘇合宿研修プログラム、

研究活動経費支援プログラム、海外インターン

シッププログラム、雇用プログラム等の実施に

より、国際的に活躍できる人材が育った。その

結果、21世紀COEの計画期間内に、事業推進担

当者10名が指導教員となって博士約85名を輩

出すると共に、ポスドク25名を指導し、ほぼ全

員が国内外の大学、研究機関及び企業へキャリ

アアップした。また、大学院生・ポスドクのレ

フェリー付論文誌掲載数は270編に、受賞数は

49件に達している。このように、衝撃エネルギ

ー科学の深化と応用を力強く推進する高度な

研究者を多数輩出した。本拠点の継続的発展を

組織的に担保するため、平成18年度に複合新領

域科学専攻を新設し、その中核講座として衝撃

エネルギー科学講座を設置し、カリキュラムの

整備を行った。また、世界に先駆けて、21世紀

COEが構築した動画と英語音声によるインター

ネット学習国際拠点サイトは、国際的な若手研

究者育成に大きく貢献している。 

研究実績：日本の大学唯一の爆薬実験施設、キ

ー付火薬衝撃銃、衝撃エネルギー連続発生装置

（製品化）、超重力エネルギー発生装置など、

世界最高水準の施設・設備を駆使し、下記三つ

の柱を構成して、衝撃エネルギーの平和利用を

追求しながら、研究を進めた。その結果、すで

に国際的な教育研究拠点と認知され、衝撃エネ

ルギー工学の創生と体系化に大きく貢献した。 

(1) 「衝撃エネルギーによる制御破壊の科学

と応用」：超高圧衝撃データベース、制御破壊

によるコンクリートや金属蒸着プラスチック

の高品質なリサイクル、AE計測法の高度化等、

衝撃超高圧と環境軽負荷の研究が進んでいる。

衝撃超高圧分野の研究を国際的に進めるため、

海外2機関と「衝撃・静的超高圧国際コンソー

シアム」協定を結び、活動している。 

(2) 「衝撃エネルギーによる物質のミクロ変

換の科学と応用」：超重力による同位体移動や

衝撃超高圧の研究が進んでいる。また、エネル

ギーの急激な変化を利用した長周期積層構造

制御により、世界最強Mg合金の開発に成功し、

JSTの地域結集型研究開発プログラムの採択に

繋がり、応用研究が精力的に展開されている。 

(3) 「衝撃エネルギーの生体への作用の解明

と応用」：細胞内での衝撃エネルギー作用部位

制御等の研究が進み、新しい癌治療法や湖沼浄

化技術（製品化）に繋がっている。この新たに

創成された分野の研究を国際的に先導するた

め、バイオエレクトリクス研究センターを設置

した。また、国際拠点として著名な海外4機関

と「バイオエレクトリクス国際コンソーシア

ム」協定を結び、活発に交流している。 

競争的資金獲得実績：本COEの計画期間内に、

事業推進担当者10名の内5名が科学研究費基

盤研究Aを獲得するなど科研費採択延べ件数

58件、企業との共同研究延べ79件、受託研究

延べ34件、寄附金延べ131件等、獲得した競争

的資金は合計15憶円に達しており、COE事業推

進経費の約５倍である。研究費は自ら獲得し、

COE事業推進経費のすべてを若手研究者育成

に使うという当初の目標を達成している。企

業との多くの共同研究を統合するため、産学

官シンポジウム熊本を開催し、産学官コンソ

ーシアムの基礎が築かれた。 

国際外部評価：IEEE Trans.のEditor-in-Chief

による２週間にわたる国際外部評価を、平成

17年2月(中間評価)と平成20年2月(最終評価)

に受けた。中間評価では、「博士後期課程学

生とポスドクの教育は世界最高水準」、「学

長の継続的サポートが研究者に大きい影響を

与えている」等の評価を得た。最終評価では、

「世界最高水準の研究、世界最高水準の教育、

国際拠点形成の三つの当初目標が達成されて

いる」、「本グループへの投資は、successful 

outcome とhigher returnが保障されている」

等の高い評価を得た。 

 以上の具体的実績から、目的は十分達成した

と考える。 
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2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

 国際的環境の下、大学院生やポスドクへの研

究支援体制が効果的に機能し、衝撃エネルギー

基盤技術に精通し、多様な応用研究を主体的に

推進できる多くの人材が育ち、世界屈指の教育

研究拠点を形成した。 

若手研究者雇用プログラム実績とほぼ100％の

就職達成：COE教員を1名、及びCOE-RA（ポスド

ク）を11名（延べ20名）雇用した。日本人6名

と外国人6名であり、また熊本大学出身者6名と

他大学出身者6名の構成となっている。COE-JRA

（博士後期課程学生）は46名（内外国人20名、

延べ105名）雇用した。国際的教育研究環境を

維持するため、若手研究者の採用枠は日本人と

外国人をほぼ半々とし、事業推進担当者全員に

よる書類審査を経て選考した。事業推進担当者

10名が指導教員となっているが、COE事業推進

経費で直接雇用していない博士後期課程学生

及びポスドクを含めると、COEの計画期間内に、

博士約85名を輩出すると共に、ポスドク25名を

指導した。博士後期課程修了者の内、45名が大

学に、29名が企業に、8名が研究所、3名が高校

教員等に就職した。海外に就職した修了者は17

名であった。ポスドクは、18名が大学に、7名

が研究所等にキャリアアップし、海外は9名で

あった。大学や研究所関係は米国オールドドミ

ニオン大学、ドイツ連邦材料研究所（BAM）、

ドイツエアランゲン大学、バングラディッシュ

イスラミック大学、中国江南大学、韓国電気技

術研究所、熊本大学、富山県立大学、熊本県立

大学、松江工業高等専門学校、大分工業高等専

門学校、産業技術総合研究所等、企業はトヨタ

自動車株式会社、日立製作所、韓国LG電子、三

菱重工業株式会社、旭化成株式会社等であった。 

若手研究者の学会誌掲載論文及び受賞実績：

COEの計画期間内での、若手研究者のレフェリ

ー付論文誌掲載数は270件、国際会議発表数は

420件、及び若手研究者の受賞は49件に達した。 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的
知見等 

研究活動により創成された新たな学術分野：本

COEでの研究活動により、衝撃エネルギーのDNA、

細胞、組織、藻類、バクテリア等への作用の解

明が飛躍的に進み、医療、食品、環境等、幅広

い応用研究が生まれてきた。この分野をバイオ

エレクトリクスと名付け、平成17年にバイオエ

レクトリクス国際コンソーシアム協定を熊本

大学、オールドドミニオン大学（米国）、及

びカールスルーエ中央研究所（ドイツ）間で

締結し、その後ミズーリ大学コロンビア（米

国）と低温プラズマ物理研究所（ドイツ）が

加わり5機関となった。熊本大学主導の下、イ

ンターネット国際コンソーシアムフォーラム、

国際会議、及び共同研究を行ってきた。この

新学術分野を戦略的に推進するため、国内初の

バイオエレクトリクス研究センターを平成19

年度に熊本大学に開設した。 

若手研究者を中心とした異分野融合実験成

果：衝撃エネルギー科学を基礎とし、専門の異

なる若手研究者の共同研究のために整備した

融合実験室において、週一COEセミナーで生ま

れたアイデアに基づく融合実験を実施し、世界

初超臨界流体プラズマリアクター、世界初バー

スト高電界による細胞制御とアポトーシス誘

導、コンクリートのリサイクル等の新たな学術

的知見が得られた。 

活発な論文発表及び著作活動実績：10名の事業

推進担当者は、レフェリー付論文誌に426編、

国際学会プロシーディングに302編掲載して

いる。 Natureや Phys. Rev. Lett.等 Impact 

Factorの高い論文誌での掲載も多く、年間一

人当たりの論文数は約8.5編、専門書や教科書

も32冊執筆している。 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

拠点リーダーと9名の事業推進担当者が同一

キャンパス内に研究室を持つ本拠点の特色を

活かして、週一回のCOEセミナーを中心とする

研究推進・人材育成体制を構築し、拠点リーダ

ーと事業推進担当者が有機的に連携できる拠

点運営を実現した。このような拠点リーダーを

中心とした事業推進担当者間の連携を図り、活

発な研究活動を継続的に発展させるための組

織として、平成18年度に複合新領域科学専攻を

新設し、その中核講座として衝撃エネルギー科

学講座を設置した。10名の事業推進担当者は、

全員この講座に所属し、効率的で効果的な教育

研究体制を構築した。 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

国際コンソーシアムの研究交流協定締結：平成

17年にバイオエレクトリクス国際コンソーシ
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アム協定を締結した。平成19年には、衝撃圧

縮と静的圧縮をリンクさせた超高圧科学に関

する衝撃・静的超高圧国際コンソーシアム協

定が、熊本大学、ワシントン州立大学（米国）、

及びバイロイト大学（ドイツ）間で結ばれた。

マグネシウム関係では、8機関間の環黄海ネッ

トワークが動いている。その他に、18件の大

学・研究科間協定が結ばれている。 

寄附講座での国際ネットワークの充実：「電気

エネルギー先端技術」寄附講座において、平成

5年度から12年間において、22名の外国人客員

教授を招聘して教育研究を活発に展開した。こ

の活動が評価され、平成20年4月には、新寄附

講座の開設が決定されている。 

国際会議・国際共同研究の実施状況：本21世紀

COEが主体となって行った国際会議は17件、ま

た国際共同研究は36件実施した。世界に先駆け

て構築したインターネット先導学習国際拠点

では、著名な海外研究者による講演のコンテ

ンツを50件公開している。この展開として、44

カ国からの参加を得たe-learningに関する国

際会議（ITHET2007）を、秋山がGeneral Chair

となり開催した。 

6)国内外に向けた情報発信 

ホームページでの広報活動、年二回の日本語

と英語でのNews Letter発行、e-learningサイ

トの構築等を行ってきた。新聞やNewton等で取

り上げられた本COEに関する記事は45件と多い。

また、５回の放送公開講座、高校生シンポジウ

ム（高校生90名参加）、中・高校生を対象の「ひ

らめき☆ときめきサイエンス」プログラムの実

施と未来博士号授与、小・中学生を対象にした

「ドクター・アキヤマの科学教室」、及び重要

文化財に指定されている熊本大学五高記念館

で、二カ月に亘る本COEの展示を行った。 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形
成のため効果的に使用されたか） 

COE事業推進経費は、若手研究者雇用、若手

研究者研究活動、海外インターンシップ、若手

研究者融合実験用極限環境生成計測装置等、す

べて若手研究者育成のために使用した。事業推

進担当教員には、研究費及び旅費を含めて一切

COE事業推進経費からは支給せず、競争的資金

獲得で賄うこととした。事業推進担当教員によ

る競争的資金獲得額は、COE事業推進経費の約5

倍に達した。 

②今後の展望 

 本拠点の研究教育活動の継続的発展を組織

的に担保するため、平成18年度に複合新領域科

学専攻を新設し、その中核講座として衝撃エネ

ルギー科学講座を設置した。拠点リーダーを含

む事業推進担当者全員を、本講座に所属させる

ことにより、教育研究活動を効果的・効率的に

進める体制がすでに出来上がっている。本COE

での研究により、衝撃エネルギー基盤技術、衝

撃エネルギー科学及び衝撃エネルギー応用を

有機的に結合し、かつ国際的イニシアティブを

発揮できる衝撃超高圧、バイオエレクトリクス、

環境軽負荷の三つの分野が育ちつつある。これ

らの分野の研究の中心となる衝撃・極限環境研

究センター、バイオエレクトリクス研究センタ

ー、及びコア研究室と複合新領域科学専攻の間

の強い連携の下、衝撃エネルギー工学の体系化

と新産業創生を達成する。 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内
外に与えた影響度） 

大学院自然科学研究科の改組：衝撃エネルギー

科学に関する国際拠点の継続的発展を担保す

るため、複合新領域科学専攻を創設し、その中

核講座として衝撃エネルギー科学講座を置き、

カリキュラムの強化・整備を行った。既存他専

攻においても、本COEでの人材育成方法を手本

とし、プロジェクトゼミナール（必修科目）を

開講し、教育研究の全面英語化を進めている。 

バイオエレクトリクス研究センター（学内共同

教育研究施設）の開設：衝撃エネルギーのバイ

オへの作用の解明と医療、食品、環境等、幅広

い応用研究を推進するため、国内初のバイオエ

レクトリクス研究センターを平成19年度に開

設した。 

国際コンソーシアムの締結：国際拠点の形成が、

バイオエレクトリクス国際コンソーシアムと

衝撃・静的超高圧国際コンソーシアムの締結

に つ な が っ た 。 2008 年 6 月 に Karlsruhe 

(Germany)で行われる国際会議(ICOPS)おい

て、”Goals and achievements of the COE 

program on pulsed power at Kumamoto 

University”の講演題目で、拠点リーダーの

秋山がPlenary Talkを依頼されるなど、国際

的に本拠点が注目されている。 
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②国際会議等の開催状況【公表】

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待

講演者（３名程度））

・開催期間：2003年11月6－7日、開催場所：KKRホテル熊本

名称：International Workshop on X-ray CT for Geomaterials (GeoX 2003)

参加人数：130人（海外30名）

主な招待講演者：M. Fujii(Toshiba IT & control systems corporation, Inspection Equipment Division, Tokyo, Japan), J. Desrues(Laboratoire 
3S-R, CNRS, Universite de Grenoble, Grenoble,), A. Vervoort (K.U. Leuven, Belgium) 

・開催期間：2004年3月15日－17日、開催場所：熊本大学

名称：First International Symposium on Explosion, Shock Wave and Hypervelocity Phenomena(ISEHP2004)
参加人数：120名（海外30名）

主な招待講演者：N. N.Thadhani (Georgia Institute of Technology), M.S.Schneider(Univ.of California), M.Souli(Univ. of Lille)

・開催期間：2004年9月2日-3日、開催場所：熊本大学工学部百周年記念館

名 称：International COE Forum on Pulsed Power Science (1st)

参加人数：150名(海外10名)

主な招待講演者：Takayama（東北大学）, Nellis(LLNL),  Beebe(Eastern Virginia Medical School) 

・開催期間：2005年7月14日-15日、開催場所：熊本市国際交流会館

名 称：4th Kumamoto International Workshop on Fracture, Acoustic Emission and NDE in Concrete

参加人数：56名（海外12名）

主な招待講演者：Has Peter Rossmanith(Technical University of Vienna), Jan G. M. van Mier(Swiss Federal Institute of Technology), Mike C. 
Forde(University of Edinburgh, United Kingdom) 

・開催期間：2005年11月11日-12日、開催場所：熊本大学工学研究機器センター及び黒髪総合研究棟

名 称：International Workshop on Bioelectrics

参加人数：70名（海外10名）

主な招待講演者：K. H. Schoenbach（Old Dominion University), Hansjoachim Bluhm（Forschungszentrum Karlsruhe), J. E. Thompson（University 
of Missouri）

・開催期間：2005年11月13日-14日、開催場所：熊本大学黒髪総合研究棟およびホテル阿蘇いこいの村

名 称：International COE Forum on Pulsed Power Science (2nd)

参加人数：77名(海外10名)

主な招待講演者：Thomas J. Ahrens(California Institute of Technology), Reuben Hackam(University of Windsor), Geum-Hie Rim(Korea 
Electrotechnology Research Institute) 

・開催期間：2006年9月5日、開催場所：熊本大学百周年記念館

名 称：International COE Forum on Pulsed Power Science (3rd)

参加人数：89名(海外5名)

主な招待講演者：James R. Asay(Sandia National Laboratories),Wolfgang Frey(Forschungszentrum Karlsruhe GmbH), Juergen Kolb(Old 
Dominion University) 

・開催期間：2006年11月5日-8日、開催場所：国立京都国際会館

名 称：8th International Symposium on Supercritical Fluids

参加人数：約400名(海外210名)

主な招待講演者：J. J. Watkins (University of Massachusetts), Martyn Poliakoff (University of Nottingham), Ki-Pung Yoo(Sogang University) 

・開催期間：2007年2月7日-8日、開催場所：熊本大学百周年記念館

名 称：International Workshop on Bioelectrics 2007

参加人数：131名(海外5名)

主な招待講演者：Hatakeyama(東北大学),P. Thomas Vernier (University of Southern California), Naz E. Islam (University of Missouri)

・開催期間：2007年3月6日‐9日、開催場所：熊本大学および山鹿八千代座

名 称：Second International Symposium on Explosion, Shock Wave and Hypervelocity Phenomena

参加人数：110名(海外20名)

主な招待講演者：S. Kubota(産業技術総合研究所(AIST)), E.I. Vasilev (Volgorad University), A.G.Mamalis(National Techical Univ. of Athens)

・開催期間：2007年7月6日‐8日、開催場所：KKRホテル熊本

名 称：8th International Conference on Information Technology Based Higher Education and Training(ITHET2007)

参加人数：194名(海外45名)

主な招待講演者：Y. Shimizu(メディア教育開発センター(NIME)),D. Gillet (EPFL Switzerland), Okaay Kaynak (Bogazici Univ.)

・開催期間：2007年9月4日、開催場所：熊本大学百周年記念館

名 称：International COE Forum on Pulsed Power Science (4th)

参加人数：87名(海外6名)

主な招待講演者：Y. M.Gupta(Washington State University),K. Kolb(Las Alamos National Lab.), E. Schamiloglu(University of New Mexico) 
他 ５ 件
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２．教育活動実績【公表】
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容

衝撃エネルギー基盤技術に精通し、多様な応用研究を主体的に推進できる若手研究者（ここでは、博士

後期課程学生、ポスドク及びCOE教員の総称とする）を育成するために下記の特色あるプログラムを実施し

た。

若手研究者による若手研究者のための週一COEセミナー：若手研究者による司会の下、21世紀COEプログラ

ムに関連する全員が参加する英語での週一COEセミナーの開催は、135回に達した。若手研究者による年

二回のアンケート調査と会議を通して、セミナーは常に改善されてきた。例えば、アブストラクトの一

週間前公開、発表・議論風景のビデオ撮影によるプレゼンテーションスキル向上、参加者全員による発

表者評価などが挙げられる。なお、本セミナーから生まれた異分野融合研究課題は、バースト高周波電

界による細胞作用部位の制御、超臨界流体中パルスプラズマの特性、衝撃エネルギーによるコンクリー

トのリサイクル等10件に達しており、専門の異なる若手研究者が協力してこれら研究課題に取り組ん

だ。

若手研究者阿蘇合宿研修プログラム(Young Researcher Training Seminar at ASO)：21世紀COEプログラム

に関連する全員と海外からの著名研究者数名からなる総勢50名で、英語での若手研究者阿蘇合宿研修を

毎年、秋に行った。若手研究者全員の口頭による研究発表後、ポスターセッションでさらに議論を深め

た。海外研究者からは、衝撃エネルギー科学の深化と応用という共通目的の下、色々な分野の専門家が

集まり若手研究者を協力して教育していること、及びレベルの高い研究に一応に賛辞を呈された。

COEショートコースプログラム：海外拠点教員による一週間に亘る英語でのCOEショートコースを、若手研

究者を対象に毎年開催した。内容は、「Fracture Mechanics, Damage Mechanics, Impact and Wave

Propagation」 by Prof. Rossmanith、「Bioelectrics」 by Prof. Schoenbach、「Shock Waves」 by Dr.

Hosseini、及び「Pulsed Power Science」 by Prof. Bluhmであった。

若手研究者研究活動経費支援プログラム：若手研究者の自発的研究活動の必要経費支援のため、「熊本大

学21世紀COEプログラム（研究拠点形成費補助金）若手研究者研究活動経費取扱要項」により毎年公募を

行った。事業推進担当者全員による審査を行い、コメントを申請者全員に書面で知らせる等、透明性

の高い評価体制を整えた。84件の申請があり、46件に合計約2300万円を支給した。

海外インターンシッププログラム：世界トップレベルの若手研究者育成のために、若手研究者を10名（2003

年度3名、2004年度2名、2005年度1名、2006年度2名、2007年度2名）、海外国際拠点であるTexas Tech

University、Georgia Institute of Technology、Old Dominion University等に、約一ヶ月間派遣した。

派遣先であるリール大学からMultiple Degrees としてもPh.D.を得た大学院生もいる。

学会派遣及び論文校閲プログラム：国際学会での積極的な発表を促すため、128件のサポートを行い、英語

での報告書を義務付けた。査読付論文誌投稿のための論文校閲プログラムを実施し、若手研究者の査読

付論文誌掲載は270件に達した。

融合実験室提供プログラム：専門の異なる若手研究者が新しいアイデアの下研究を進めるスペースとして

融合実験室を整備した。熊本大学で開発されたユニークな設備である、超重力エネルギー発生装置、超

臨界流体プラズマリアクター、高繰り返し衝撃エネルギー発生装置等も設置された。融合実験室での研

究により、異分野融合型の人材が育った。オープンラボ、サテライトビジネスラボ、及びインキュベー

ション施設も有効に活用した。

高度遠隔学習プログラム：若手研究者がいつでもどこでも何度でも学習できる、e-learningを用いたイン

ターネット学習国際拠点サイトの構築を行った。著名な海外研究者による英語での講演の公開コンテン

ツは50件に達した。

若手研究者雇用プログラム：COE教員を1名、及びCOE-RA（ポスドク）を11名（内外国人6名）雇用した。熊

本大学出身者6名と他大学出身者6名の構成となっている。COE-JRA（博士後期課程学生）は46名（内外国

人20名）雇用した。国際的教育研究環境を維持するため、若手研究者の採用枠は日本人と外国人をほぼ

半々とし、事業推進担当者全員による審査を経て選考した。

複合新領域科学専攻の新設によるカリキュラムの強化と整備：本拠点の継続的発展を組織的に担保するた

め、平成18年度に複合新領域科学専攻を新設し、その中核講座として衝撃エネルギー科学講座を設置し、

博士後期課程学生を対象としたカリキュラムの強化と整備を行った。
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２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は概ね達成された 

（コメント） 

衝撃エネルギー工学という我が国唯一の教育・研究拠点を目指し、教育や研究体制を構

築し、国際交流を活発に行い、拠点形成計画の目的が概ね達成されたことは評価できる。

特に一見多分野集団と見られる人材をまとめた責任者の努力は評価できる。 

人材育成については、国際化を含め大きな努力をし、成果は十分に評価できる。しかし、

もともと日本ではこの分野の産業が育っていないことから、育成した人材の適切な供給先

を探すことに困難が伴うものと思われる。 

研究活動面については、新しい機能材料やバイオ技術への取っ掛かりを得られているこ

とに対して将来の発展に期待が持てることから、最初に設定された目的は概ね達成された

と評価できる。しかしながら、事業期間中に新しいシーズの発掘が少ないように見受けら

れ、産業への展開の見通しもはっきりしない。 

今後の持続的展開については、資金的補助がなくなった後、比較的多方面にわたる研究

者を束ねてセンター的に今後運営するのは容易ではなく、本ＣＯＥ拠点での教訓を生かし、

今後の教育研究体制を再検討され、より良い形で持続していくことを期待する。 
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